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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　水中で正負いずれかの極性を示す不飽和モノマー（ａ１）を含む第一のモノマー（ａ）
を重合し架橋して得られる、水中で正または負の極性を示す網目構造を有する粒子（Ａ）
と、
　水中で前記粒子（Ａ）と反対の極性を示す不飽和モノマー（ｂ１）を含む第二のモノマ
ー（ｂ）を重合して得られる、水中で前記粒子（Ａ）と反対の極性を示すポリマー（Ｂ）
と、
　前記粒子（Ａ）と相互侵入網目構造を形成する網目構造（Ｃ）を形成する第三のモノマ
ー（ｃ）と、を含み、
　前記粒子（Ａ）１００質量部に対する前記ポリマー（Ｂ）の質量割合が０．０００１～
２質量部であり、
　前記第三のモノマー（ｃ）１００質量部に対する前記粒子（Ａ）の質量割合が０．１～
２０質量部であることを特徴とするプレゲル溶液。
【請求項２】
　請求項１に記載のプレゲル溶液を重合・ゲル化して得られる高分子組成物。
【請求項３】
　請求項１に記載のプレゲル溶液を重合・ゲル化させる工程を含む高分子組成物の製造方
法。
【発明の詳細な説明】
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【技術分野】
【０００１】
　本発明は、プレゲル溶液および高分子組成物、ならびに高分子組成物の製造方法に関す
る。
【背景技術】
【０００２】
　ゲル材料は、自重の数百～数千倍の溶媒を保持できる材料として、従来より、高吸水性
樹脂、紙おむつ、生理用品、ソフトコンタクトレンズ、屋内緑化用含水シートなどに利用
されている。また、薬物の徐放性も有し、ドラッグデリバリーなどの低侵襲診断にも応用
されている。また、衝撃吸収材料、制振・防音材料などにも利用されており、その用途は
多岐に渡る。しかしながら、ゲル材料は、一般的に強度がなく、微小な応力で構造が破壊
されてしまうため、強度が必要とされる用途には不向きである。
【０００３】
　近年、従来のゲル材料から強度を大幅に向上させた、様々な新規ゲル材料が提唱されて
いる。例えば、下記の３種のゲルは、三大高強度ゲルと称され、注目を浴びている。
　（１）架橋点が主鎖に沿って動くトポロジカルゲル（例えば特許文献１）。
　（２）架橋点として親水性クレイを用いたナノコンポジットゲル（例えば特許文献２）
。
　（３）２種類の網目構造が相互に侵入したダブルネットワークゲル（例えば特許文献３
）。
【０００４】
　（１）のゲルは、引張時の伸長度は極めて高いものの、弾性率や破断強度が充分ではな
い。また、製造工程が複雑である。
　（２）のゲルにおいては、架橋点であるクレイの適切な選択や添加量の調節によって、
伸びと強度のバランスをとることが可能である。しかしながら、クレイの添加量が増大す
るに伴ってプレゲル溶液の粘度が増大し、ハンドリング性が悪くなる。また、強度が高い
ゲルを作製するためには、プレゲル溶液に対して充分な窒素置換を行うことが必要であり
、その過程で重合が開始されることがあるなど、製造条件の確立が難しい。
　（３）のゲルは、伸びおよび強度のバランスがよく、透明度の高いゲルが得られる。し
かし、このゲルは２回の重合工程を必要としており、１回目の重合を終えたゲルを２回目
のモノマー溶液で膨潤させる工程が製造上の律速段階となるために、工業生産には適して
いない。
【０００５】
　（３）のダブルネットワークゲルの一種として、微粒子状のゲルがマトリックスゲルに
分散され、部分的に相互侵入網目構造が形成されたゲル材料が示されている（特許文献４
～６）。このようなゲル材料は、製造時に形状を自由に成形加工することができる点で優
れている（特許文献６）。しかし、２種類の網目構造がゲル全体にわたって相互侵入網目
構造を形成しているダブルネットワークゲルと比べ、強度が充分に得られないことがあっ
た。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特許第３４７５２５２号公報
【特許文献２】特許第３９１４４８９号公報
【特許文献３】国際公開第２００３／０９３３３７号パンフレット
【特許文献４】特開２００４－２８５２０３号公報
【特許文献５】特許第３４２３８３２号公報
【特許文献６】特開２００８－１６３０５５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
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【０００７】
　そこで本発明では、微粒子状のゲルがマトリックスゲルに分散された高分子組成物を製
造するプレゲル溶液として、製造時に高分子組成物の形状を自由に成形加工できる特性を
維持しつつ、かつ高い強度の高分子組成物が得られるプレゲル溶液を目的とする。
　また、本発明では、製造時に形状を自由に成形加工でき、かつ高い強度を有する、微粒
子状のゲルがマトリックスゲルに分散された高分子組成物、および該高分子組成物の製造
方法を目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明のプレゲル溶液は、水中で正負いずれかの極性を示す不飽和モノマー（ａ１）を
含む第一のモノマー（ａ）を重合し架橋して得られる、水中で正または負の極性を示す網
目構造を有する粒子（Ａ）と、水中で前記粒子（Ａ）と反対の極性を示す不飽和モノマー
（ｂ１）を含む第二のモノマー（ｂ）を重合して得られる、水中で前記粒子（Ａ）と反対
の極性を示すポリマー（Ｂ）と、前記粒子（Ａ）と相互侵入網目構造を形成する網目構造
（Ｃ）を形成する第三のモノマー（ｃ）と、を含み、前記粒子（Ａ）１００質量部に対す
る前記ポリマー（Ｂ）の質量割合が０．０００１～２質量部であり、前記第三のモノマー
（ｃ）１００質量部に対する前記粒子（Ａ）の質量割合が０．１～２０質量部であること
を特徴とする。
【００１０】
　また、本発明の高分子組成物は、前記プレゲル溶液を重合・ゲル化して得られる組成物
である。
　また、本発明の高分子組成物の製造方法は、前記プレゲル溶液を重合・ゲル化させる工
程を含む方法である。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明のプレゲル溶液は、製造時に形状を自由に成形加工することができ、かつ高い強
度を有する、微粒子状のゲルがマトリックスゲルに分散された高分子組成物を得ることが
できる。
　また、本発明の高分子組成物は、製造時に形状を自由に成形加工することができ、かつ
高い強度を有している。
　また、本発明の製造方法によれば、製造時に形状を自由に成形加工することができ、か
つ高い強度を有する高分子組成物を製造することができる。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
＜プレゲル溶液＞　
　本発明のプレゲル溶液は、水中で正または負の極性を示す網目構造を有する粒子（Ａ）
と、水中で粒子（Ａ）と反対の極性を示すポリマー（Ｂ）と、第三のモノマー（ｃ）とを
含む溶液である。
【００１３】
　本発明におけるプレゲル溶液とは、加熱や紫外線照射などによって重合反応を進行させ
ることで高分子組成物（ゲル）になる溶液を指す。ゲルとは、ポリマーで構成された網目
構造中に溶媒を取り込んでいる組成物を意味する。
　また、網目構造とは、不飽和モノマーを重合することにより形成されたポリマー同士を
架橋することにより、三次元に張り巡らされた網の目のような構造を意味する。網目構造
は、直鎖状のポリマーとは異なり、網目内に各種溶媒を保持できる。
　また、不飽和モノマーとは、１分子中に１個以上の炭素－炭素不飽和二重結合を有する
モノマーを意味する。
　以下、本発明のプレゲル溶液の実施形態の一例について説明する。
【００１４】
［第１実施形態］　
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（粒子（Ａ））
　網目構造を有する粒子（Ａ）は、三次元に架橋された高分子の粒子であり、水中で正負
いずれかの極性を示す粒子である。粒子（Ａ）は、第一のモノマー（ａ）を重合し架橋す
ることにより得られる。第一のモノマー（ａ）は、水中で正負いずれかの極性を示す不飽
和モノマー（ａ１）を含むモノマーである。極性を有する不飽和モノマー（ａ１）を用い
ることにより、該不飽和モノマー（ａ１）により粒子（Ａ）に導入された極性基同士が静
電的に反発し、網目構造が大きく広がることで、粒子（Ａ）の内部に大量の溶媒を取り込
むことができる。また、第一のモノマー（ａ）は、必要に応じて他の不飽和モノマー（ａ
２）を含んでいてもよい。
【００１５】
　不飽和モノマー（ａ１）は、水中において正負いずれかに帯電するモノマーであり、ア
ニオン性不飽和モノマー、カチオン性不飽和モノマーが挙げられる。
　アニオン性不飽和モノマーは、水中において負に帯電するモノマーであり、例えば、ス
ルホン酸基を有する不飽和モノマー（２－アクリルアミド－２－メチルプロパンスルホン
酸、ｐ－スチレンスルホン酸、ビニルスルホン酸など）、カルボン酸基を有する不飽和モ
ノマー（アクリル酸、メタクリル酸、マレイン酸、イタコン酸など）、リン酸基を有する
不飽和モノマー（メタクリルオキシエチルトリメリック酸など）、またこれらの塩などが
挙げられる。
【００１６】
　カチオン性不飽和モノマーは、水中において正に帯電するモノマーであり、例えば、４
級アンモニウム塩（メタクリルアミドプロピルトリメチルアンモニウムクロリドなど）を
代表とする公知のモノマーが挙げられる。また、３級アミノ基を有する不飽和モノマーも
、そのアミノ基の位置によっては水中で容易に４級化され、カチオン性を示す。このよう
な３級アミノ基を有する不飽和モノマーとしては、例えば、Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノエチ
ルアクリレート、Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノプロピルアクリレート、Ｎ，Ｎ－ジエチルアミ
ノエチルアクリレート、Ｎ，Ｎ－ジエチルアミノプロピルアクリレート、Ｎ，Ｎ－ジメチ
ルアミノエチルメタクリレート、Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノプロピルメタクリレート、Ｎ，
Ｎ－ジエチルアミノエチルメタクリレート、Ｎ，Ｎ－ジエチルアミノプロピルメタクリレ
ートなどのアクリル酸エステルやメタクリル酸エステル、Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノエチル
アクリルアミド、Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノプロピルアクリルアミド、Ｎ，Ｎ－ジエチルア
ミノエチルアクリルアミド、Ｎ，Ｎ－ジエチルアミノプロピルアクリルアミド、Ｎ，Ｎ－
ジメチルアミノエチルメタクリルアミド、Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノプロピルメタクリルア
ミド、Ｎ，Ｎ－ジエチルアミノエチルメタクリルアミド、Ｎ，Ｎ－ジエチルアミノプロピ
ルメタクリルアミドなどのアクリルアミド誘導体やメタクリルアミド誘導体が挙げられる
。
【００１７】
　これら不飽和モノマー（ａ１）は、１種を単独で使用してもよく、２種以上を併用して
もよい。ただし、２種以上の不飽和モノマー（ａ１）を用いる場合は、極性が反対のもの
を用いると粒子（Ａ）内でイオン架橋が形成されるなど思わぬ副反応が起き、得られるプ
レゲル溶液やそれを用いたゲルの物性が低下するおそれがあることから、極性が同じもの
を用いることが好ましい。
【００１８】
　他の不飽和モノマー（ａ２）としては、ノニオン性不飽和モノマーが挙げられる。ノニ
オン性不飽和モノマーとは、水中において正負いずれにも帯電しない、または帯電しても
極めて微弱であるモノマーを意味する。
　ノニオン性不飽和モノマーとしては、例えば、アクリルアミド誘導体（アクリルアミド
、ジメチルアクリルアミド、Ｎ－イソプロピルアクリルアミド、Ｎ－メチロールアクリル
アミド、アクリロイルモルホリンなど）、メタクリルアミド誘導体（メタクリルアミド、
ジメチルメタクリルアミド、Ｎ－イソプロピルメタクリルアミド、Ｎ－メチロールメタク
リルアミド、メタクリロイルモルホリンなど）、アクリレート（ヒドロキシエチルアクリ
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レート、ヒドロキシプロピルアクリレート、ジメチルアミノエチルアクリレート、ジメチ
ルアミノプロピルアクリレートなど）、メタクリレート（ヒドロキシエチルメタクリレー
ト、ヒドロキシプロピルメタクリレート、ジメチルアミノエチルメタクリレート、ジメチ
ルアミノプロピルメタクリレートなど）、アクリロニトリル、２－ビニルピリジン、４－
ビニルピリジン、Ｎ－ビニルピロリドン、酢酸ビニルなどの水溶性のものや、アルキル（
メタ）アクリレート（メチル（メタ）アクリレート、エチル（メタ）アクリレート、ブチ
ル（メタ）アクリレート、２－エチルヘキシルアクリレート、ラウリル（メタ）アクリレ
ート、ステアリル（メタ）アクリレートなど、反応性官能基を有する（メタ）アクリレー
ト（２－ヒドロキシエチル（メタ）アクリレート、グリシジル（メタ）アクリレートなど
）などの非水溶性のものが挙げられる。
　他の不飽和モノマー（ａ２）は、１種を単独で使用してもよく、２種以上を併用しても
よい。
【００１９】
　第一のモノマー（ａ）中の不飽和モノマー（ａ１）の割合は、第一のモノマー（ａ）の
１００モル％のうち、５モル％以上が好ましく、１０モル％以上がより好ましく、２０モ
ル％以上がさらに好ましい。不飽和モノマー（ａ１）の割合が５モル％以上であれば、粒
子（Ａ）においてポリマー（Ｂ）と相互作用できる部位をより多くすることができ、得ら
れる高分子組成物の物性向上効果が得られやすい。また、後述するプレゲル溶液の溶媒（
Ｄ）中で粒子（Ａ）が膨潤しやすくなるため、粒子（Ａ）同士が凝集して高分子組成物の
物性が不均一になることを抑制しやすく、プレゲル溶液の粘度が充分に高くなることで塗
布する場合にハンドリング性が良好になる。
【００２０】
　第一のモノマー（ａ）の組成を適宜選択することで、粒子（Ａ）と溶媒（Ｄ）の相溶性
を調節することができる。例えば、溶媒（Ｄ）として低極性の溶媒を用いる場合には、他
の不飽和モノマー（ａ２）として極性の低いモノマーを選択し、不飽和モノマー（ａ１）
と他の不飽和モノマー（ａ２）の比率を調整することにより、粒子（Ａ）と溶媒（Ｄ）の
相溶性を向上させることができる。これにより、粒子（Ａ）が偏在して高分子組成物の物
性が不均一になることを抑制しやすくなる。
【００２１】
　粒子（Ａ）の粒子径は特に限定されないが、粒子（Ａ）があまりに粗大であると、得ら
れる高分子組成物の機械的物性が不均一になるおそれがある。そのため、粒子（Ａ）の粒
子径は、絶乾状態で１００μｍ以下、膨潤状態で１００ｎｍ～１００μｍであることが好
ましく、絶乾状態で１０μｍ以下、膨潤状態で１００ｎｍ～１０μｍであることがより好
ましく、絶乾状態で１μｍ以下、膨潤状態で１００ｎｍ～１μｍであることがさらに好ま
しい。
【００２２】
　粒子（Ａ）は、懸濁重合や乳化重合、分散重合などの既存の方法によって調製すること
ができる。水溶性のモノマーを用いる場合は逆相重合を行ってもよい。また、光重合など
で得たブロック状のゲルを機械的に粉砕してもよい。
【００２３】
　第一のモノマー（ａ）の重合方法としては、熱重合開始剤によるラジカル重合法や、光
重合開始剤による光重合法が挙げられる。
　熱重合開始剤としては、過硫酸カリウム、過硫酸アンモニウムなどのレドックス系開始
剤や、過酸化ベンゾイルなどの過酸化物、その他一般的な水溶性アゾ系重合開始剤などが
挙げられる。
　光重合開始剤としては、アルキルフェノン系開始剤、アシルフォスフィンオキサイド系
開始剤などの一般的な光重合開始剤が挙げられる。
【００２４】
　架橋方法としては、化学結合による架橋方法、イオン結合による架橋方法、物理的架橋
方法などが挙げられる。具体的には、下記（α）～（ε）の架橋方法が挙げられ、特殊な
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設備を必要としない点、製造工程が複雑にならない点、操作が簡便である点、網目構造を
制御しやすい点から、方法（α）が好ましい。
　（α）１分子中に２個以上の炭素－炭素不飽和二重結合を有する多官能モノマーを第一
のモノマー（ａ）とともに用いて、重合と同時に架橋する方法。
　（β）放射線照射によってポリマー中にラジカルを発生させて架橋する方法。
　（γ）ポリマーを構成する不飽和モノマーに由来する単位の側鎖の官能基同士を直接反
応させる方法。
　（δ）ポリマーを構成する不飽和モノマーに由来する単位の側鎖の官能基同士を橋架け
剤で架橋する方法。
　（ε）多価金属イオン（銅イオン、亜鉛イオン、カルシウムイオンなど）を用いて、イ
オン結合または配位結合によって架橋する方法。
【００２５】
　方法（α）に用いる多官能モノマーとしては、例えば、Ｎ，Ｎ－メチレンビスアクリル
アミド、モノエチレングリコールジ（メタ）アクリレート、ジエチレングリコールジ（メ
タ）アクリレートなどのポリエチレングリコールジ（メタ）アクリレート、モノプロピレ
ングリコールジ（メタ）アクリレートやポリプロピレングリコールジ（メタ）アクリレー
ト、１，６－ヘキサンジオールジ（メタ）アクリレート、１，９－ノナンジオールジ（メ
タ）アクリレート、エトキシ化ビスフェノールＡジ（メタ）アクリレートなどが挙げられ
る。
　多官能モノマーは二官能に限らず、三官能以上の多官能モノマーであってもよい。三官
能モノマーとしては、例えば、トリメチロールプロパントリ（メタ）アクリレート、ペン
タエリスリトールトリ（メタ）アクリレート、またそれらのエチレンオキサイド変性物な
どが挙げられる。
【００２６】
　多官能モノマーの添加量は、第一のモノマー（ａ）の１００モル％に対して、０．５～
３０モル％が好ましく、１～１５モル％がより好ましく、１～１０モル％がさらに好まし
い。多官能モノマーの添加量が０．５モル％以上であれば、網目構造を有する粒子（Ａ）
が得られやすい。また、溶媒（Ｄ）に対して少量の粒子（Ａ）でプレゲル溶液の粘度が増
大しすぎることを抑制しやすく、プレゲル溶液のハンドリング性がより良好になる。多官
能モノマーの添加量が３０モル％以下であれば、粒子（Ａ）が膨潤しやすく、プレゲル溶
液中に均一に分散して、得られる高分子組成物の物性が均一になりやすい。
【００２７】
（ポリマー（Ｂ））
　ポリマー（Ｂ）は、水中で粒子（Ａ）と反対の極性を示すポリマーである。ポリマー（
Ｂ）は、第二のモノマー（ｂ）を重合することにより得られる。第二のモノマー（ｂ）は
、水中で粒子（Ａ）と反対の極性を示す不飽和モノマー（ｂ１）を含むモノマーである。
ポリマー（Ｂ）は、網目構造を有する粒子（Ａ）を全体的あるいは部分的に取り巻き、隣
接する粒子（Ａ）同士を静電的引力で結び付けるバインダーの役目を果たす。
【００２８】
　不飽和モノマー（ｂ１）は、水中で粒子（Ａ）と反対の極性を示す不飽和モノマーであ
り、アニオン性不飽和モノマー、カチオン性不飽和モノマーが挙げられる。
　アニオン性不飽和モノマーおよびカチオン性不飽和モノマーは、不飽和モノマー（ａ１
）で挙げたものと同じものが挙げられる。
　不飽和モノマー（ｂ１）は、１種を単独で用いてもよく、２種以上を併用してもよい。
ただし、不飽和モノマー（ｂ１）を２種以上併用する場合は、ポリマー（Ｂ）のバインダ
ーとしての効果が得られやすく、プレゲル溶液やそれを用いた高分子組成物の物性を向上
させやすい点から、極性が同じものを用いることが好ましい。
【００２９】
　第二のモノマー（ｂ）は、水中で粒子（Ａ）と反対の極性を示す不飽和モノマー（ｂ１
）を含み、また必要に応じて他の不飽和モノマー（ｂ２）が含まれていてもよい。
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　他の不飽和モノマー（ｂ２）としては、ノニオン性不飽和モノマーが挙げられる。ノニ
オン性不飽和モノマーは、他の不飽和モノマー（ａ２）で挙げたものと同じものが挙げら
れる。他の不飽和モノマー（ｂ２）は、１種を単独で用いてもよく、２種以上を併用して
もよい。
【００３０】
　第二のモノマー（ｂ）中の不飽和モノマー（ｂ１）の割合は、第二のモノマー（ｂ）の
１００モル％のうち、５モル％以上が好ましく、１０モル％以上がより好ましく、２０モ
ル％以上がさらに好ましく、３０モル％以上が特に好ましい。不飽和モノマー（ｂ１）の
割合が５モル％以上であれば、粒子（Ａ）と相互作用可能な部位がより多くなり、得られ
る高分子組成物の物性向上効果がより大きくなる。
【００３１】
　また、第二のモノマー（ｂ）の組成を適宜選択することで、ポリマー（Ｂ）の溶媒（Ｄ
）への溶解性を調節することができる。例えば、溶媒（Ｄ）として低極性の溶媒を用いる
場合には、他の不飽和モノマー（ｂ２）として、極性の低いモノマーを選択し、不飽和モ
ノマー（ｂ１）と他の不飽和モノマー（ｂ２）の比率を調整することにより、第二のモノ
マー（ｂ）の溶媒（Ｄ）への溶解性を向上させることができる。これにより、得られるポ
リマー（Ｂ）が粒子（Ａ）とより均一に相互作用することができ、得られる高分子組成物
が均一に強化されやすくなる。
【００３２】
　ポリマー（Ｂ）の分子量は、バインダーとしての効果が得られやすい点から、１０万以
上が好ましく、１００万以上が特に好ましい。ポリマー（Ｂ）の分子量が１０万以上であ
れば、ポリマー（Ｂ）が粒子（Ａ）内に取り込まれ難くなり、バインダーとして粒子（Ａ
）間に存在しやすくなる。
【００３３】
　第二のモノマー（ｂ）の重合方法は、熱重合開始剤によるラジカル重合法や、光重合開
始剤による光重合法が挙げられる。熱重合開始剤および光重合開始剤としては、第一のモ
ノマー（ａ）の重合方法において挙げたものと同じものが挙げられる。これら熱重合開始
剤および光重合開始剤を用いて、懸濁重合や乳化重合、分散重合、溶液重合などの既存の
重合方法によりポリマー（Ｂ）を調製することができる。
　また、ポリマー（Ｂ）は、市販の高分子凝集剤をそのまま用いてもよい。
【００３４】
（第三のモノマー（ｃ））
　第三のモノマー（ｃ）は、重合し架橋することにより、粒子（Ａ）と相互侵入網目構造
を形成する網目構造（Ｃ）を形成するモノマーである。相互侵入網目構造とは、複数種の
網目構造が互いの間で化学的な結合を持つことなく、独立に存在しながら、分子構造が相
互に絡み合った構造を言う。
　第三のモノマー（ｃ）は、ノニオン性不飽和モノマー（ｃ１）を含むモノマーであり、
必要に応じて他の不飽和モノマー（ｃ２）を含んでいてもよい。
【００３５】
　ノニオン性不飽和モノマー（ｃ１）としては、他の不飽和モノマー（ａ２）で挙げたノ
ニオン性不飽和モノマーと同じものが挙げられる。ノニオン性不飽和モノマー（ｃ１）は
、１種を単独で用いてもよく、２種以上を併用してもよい。
　また、ノニオン性不飽和モノマー（ｃ１）は、得られる高分子組成物の機械強度発現の
点から、モノマーの分子量・分子容が小さいものが好ましく、分子量が１５０以下のもの
が特に好ましい。なかでもアクリルアミド誘導体やアクリル酸エステル類が好ましい。
【００３６】
　他の不飽和モノマー（ｃ２）としては、アニオン性不飽和モノマーやカチオン性不飽和
モノマーが挙げられる。アニオン性不飽和モノマーおよびカチオン性不飽和モノマーは、
不飽和モノマー（ａ１）で挙げたアニオン性不飽和モノマーおよびカチオン性不飽和モノ
マーと同じものが挙げられる。



(8) JP 5138632 B2 2013.2.6

10

20

30

40

50

　他の不飽和モノマー（ｃ２）は、１種を単独で用いてもよく、２種以上を併用してもよ
い。
【００３７】
　第三のモノマー（ｃ）中のノニオン性不飽和モノマー（ｃ１）の割合は、第三のモノマ
ー（ｃ）の１００モル％のうち、９０モル％以上が好ましく、１００モル％が特に好まし
い。ノニオン性不飽和モノマー（ｃ１）の割合が９０モル％以上であれば、重合、架橋に
より形成される網目構造（Ｃ）と粒子（Ａ）との間でイオン架橋などが形成され難くなり
、高分子組成物における引張時の伸びなどの物性がより良好になる。
【００３８】
　溶媒（Ｄ）は、特に限定されず、他の成分との相溶性や溶解性を考慮して適宜選択する
ことができる。溶媒（Ｄ）としては、例えば、水や各種アルコール類（メタノール、エタ
ノール、ｎ－ブタノールなど）、極性の高い有機溶媒（ジメチルスルホキシド、テトラヒ
ドロフランなど）や低極性の有機溶媒（シクロヘキサン、ｎ－ヘキサンなど）などが挙げ
られる。また、溶媒（Ｄ）は、互いに溶解・混和可能な２種以上の溶媒を用いてもよい。
【００３９】
　本実施形態のプレゲル溶液は、粒子（Ａ）、ポリマー（Ｂ）、第三のモノマー（ｃ）お
よび溶媒（Ｄ）以外に、必要に応じて、公知の着色剤、可塑剤、安定剤、強化剤、無機フ
ィラー、耐衝撃性改質剤、難燃剤などの添加剤が配合されていてもよい。
【００４０】
　本実施形態のプレゲル溶液は、以上説明した粒子（Ａ）、ポリマー（Ｂ）、第三のモノ
マー（ｃ）が必須成分として溶媒（Ｄ）に含まれている溶液である。
　本実施形態のプレゲル溶液では、粒子（Ａ）１００質量部に対するポリマー（Ｂ）の質
量割合が５質量部未満である。ポリマー（Ｂ）の前記質量割合が５質量部未満であれば、
粒子（Ａ）の表面の電荷を適度に中和することができるため、ポリマー（Ｂ）の極性が優
勢となって粒子（Ａ）を取り囲むポリマー（Ｂ）の電荷同士が静電的に反発することを抑
制でき、高分子組成物の強度向上効果が充分に得られる。
【００４１】
　ポリマー（Ｂ）の前記質量割合は、ポリマー（Ｂ）の分子量や不飽和モノマー（ｂ１）
の比率、粒子（Ａ）中の不飽和モノマー（ａ１）の比率などによっても異なるが、粒子（
Ａ）１００質量部に対して、０．０００１～２質量部であることが好ましく、０．００１
～１質量部であることがより好ましく、０．００５～０．５質量部であることがさらに好
ましく、０．０１～０．５質量部であることが特に好ましく、０．０１～０．０５質量部
であることが最も好ましい。前記質量割合が０．０００１質量部以上であれば、粒子（Ａ
）間のバインダーとしての効果が得られやすく、高分子組成物の強度向上効果が得られや
すい。また、前記質量割合が２質量部以下であれば、粒子（Ａ）を取り囲むポリマー（Ｂ
）の電荷同士の静電的な反発を抑制しつつ、粒子（Ａ）の表面の電荷を適度に中和しやす
くなり、高分子組成物の強度向上効果が得られやすい。
【００４２】
　プレゲル溶液における粒子（Ａ）の含有量は、第三のモノマー（ｃ）１００質量部に対
して、０．１～２０質量部であることが好ましく、０．５～１０質量部であることがより
好ましく、１～１０質量部であることがさらに好ましく、１～５質量部であることが特に
好ましい。粒子（Ａ）の前記添加量が０．１質量部以上であれば、得られる高分子組成物
の強度向上効果が得られやすい。また、粒子（Ａ）の前記添加量が２０質量部を超えると
、粒子（Ａ）の膨潤が不充分なものとなり、一部凝集して残ってしまい、強度上の欠陥に
なる場合がある。またプレゲル溶液の粘度が高くなり、ハンドリング性が悪くなる場合が
ある。
　また、粒子（Ａ）の含有量は、溶媒（Ｄ）１００質量部に対して、０．０５～１０質量
部であることが好ましく、０．２～８質量部であることがより好ましく、０．５～５質量
部であることがさらに好ましく、１～２．５質量部であることが特に好ましい。溶媒（Ｄ
）１００質量部に対する粒子（Ａ）の含有量が０．０５質量部以上であれば、得られる高
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分子組成物の強度向上効果が得られやすい。また、溶媒（Ｄ）１００質量部に対する粒子
（Ａ）の含有量が１０質量部を超えると、粒子（Ａ）の膨潤が不充分なものとなり、一部
凝集して残ってしまい、強度上の欠陥になる場合がある。また、プレゲルの粘度が高くな
り、ハンドリング性が悪くなる場合がある。
【００４３】
　プレゲル溶液中の溶媒（Ｄ）の含有量は、粒子（Ａ）、ポリマー（Ｂ）、第三のモノマ
ー（ｃ）、および必要に応じて添加剤を含有できる量であれば特に限定されず、得られる
高分子組成物の用途に必要な物性に応じて適宜調整することができる。
【００４４】
［第２実施形態］
　以下、本発明のプレゲル溶液の他の実施形態例について説明する。
　本実施形態のプレゲル溶液は、第１実施形態のプレゲル溶液と同様に、溶媒（Ｄ）に、
粒子（Ａ）、ポリマー（Ｂ）、第三のモノマー（ｃ）が必須成分として含まれている溶液
である。また、該プレゲル溶液には、必要に応じて添加剤が含まれる。粒子（Ａ）、ポリ
マー（Ｂ）、第三のモノマー（ｃ）、溶媒（Ｄ）、添加剤については、第１実施形態と同
じであり、好ましい態様も同じである。
【００４５】
　本実施形態のプレゲル溶液における粒子（Ａ）とポリマー（Ｂ）の比率は、粒子（Ａ）
およびポリマー（Ｂ）からなる粒子のゼータ電位が以下の条件を満たすように調節する。
ゼータ電位とは、液相中に分散した粒子の表面電位を表わす値である。ゼータ電位の一般
的な測定方法は、電気泳動と光散乱を組合せたものである。粒子に電場をかけることで該
粒子を移動（電気泳動）させ、移動する粒子にレーザー照射し、照射光と散乱光の周波数
の変化から泳動速度を計算することによりゼータ電位が算出される。本実施形態における
粒子（Ａ）およびポリマー（Ｂ）からなる粒子のゼータ電位とは、粒子（Ａ）およびポリ
マー（Ｂ）を分散、溶解させた希薄水溶液を作製し、該希薄水溶液において粒子（Ａ）を
全体的または部分的にポリマー（Ｂ）が取り囲んだ粒子のゼータ電位を測定した値である
。
　ゼータ電位の測定は市販のゼータ電位測定機器により行うことができ、例えば、大塚電
子製ゼータ電位測定装置ＥＬＳ８００により、水系希薄溶液用のセルを用いて測定する方
法が挙げられる。一般に、ゼータ電位がゼロに近づくと粒子の凝集する傾向が静電的反発
に打ち勝つため、粒子の凝集が起きる。
【００４６】
　本実施形態のプレゲル溶液における粒子（Ａ）およびポリマー（Ｂ）からなる粒子のゼ
ータ電位は、－５０～＋５０ｍＶであることが好ましく、－４０～＋４０ｍＶであること
がより好ましく、－３０～＋３０ｍＶであることがさらに好ましく、－２０～＋２０ｍＶ
であることが特に好ましい。前記ゼータ電位が－５０～＋５０ｍＶであれば、充分な量の
ポリマー（Ｂ）で粒子（Ａ）を取り囲むことで電荷を適度に中和することができ、かつポ
リマー（Ｂ）の極性が優勢となって粒子（Ａ）を取り囲むポリマー（Ｂ）の電荷同士が静
電的に反発することを抑制することができるため、高分子組成物の強度向上効果が充分に
得られる。
【００４７】
　プレゲル溶液における粒子（Ａ）の含有量は、第三のモノマー（ｃ）１００質量部に対
して、０．１～２０質量部であることが好ましく、０．５～１０質量部であることがより
好ましく、１～１０質量部であることがさらに好ましく、１～５質量部であることが特に
好ましい。粒子（Ａ）の前記添加量が０．１質量部以上であれば、得られる高分子組成物
の強度向上効果が得られやすい。また、粒子（Ａ）の前記添加量が２０質量部を超えると
、粒子（Ａ）の膨潤が不充分なものとなり、一部凝集して残ってしまい、強度上の欠陥に
なる場合がある。またプレゲル溶液の粘度が高くなり、ハンドリング性が悪くなる場合が
ある。
　また、粒子（Ａ）の含有量は、溶媒（Ｄ）１００質量部に対して、０．０５～１０質量
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部であることが好ましく、０．２～８質量部であることがより好ましく、０．５～５質量
部であることがさらに好ましく、１～２．５質量部であることが特に好ましい。溶媒（Ｄ
）１００質量部に対する粒子（Ａ）の含有量が０．０５質量部以上であれば、得られる高
分子組成物の強度向上効果が得られやすい。また、溶媒（Ｄ）１００質量部に対する粒子
（Ａ）の含有量が１０質量部を超えると、粒子（Ａ）の膨潤が不充分なものとなり、一部
凝集して残ってしまい、強度上の欠陥になる場合がある。また、プレゲルの粘度が高くな
り、ハンドリング性が悪くなる場合がある。
【００４８】
　プレゲル溶液中の溶媒（Ｄ）の含有量は、粒子（Ａ）、ポリマー（Ｂ）、第三のモノマ
ー（ｃ）、および必要に応じて添加剤を含有できる量であれば特に限定されず、得られる
高分子組成物の用途に必要な物性に応じて適宜調整することができる。
【００４９】
　以上説明した本発明のプレゲル溶液によれば、微粒子状のゲルがマトリックスゲルに分
散された、高い強度を有する高分子組成物を得ることができる。また、該高分子組成物は
製造時に形状を自由に成形加工することができる。
【００５０】
　本発明のプレゲル溶液は、船底塗料、着氷防止塗料、防曇塗料、防汚塗料などの各種コ
ーティング材料や、摩擦抵抗を低減したい部位（プロペラ、カテーテル、配管内の圧力損
失低減など）に塗布する材料などとして好適に用いることができる。また、鋳型を用いて
プレゲル溶液を任意の形状で固めることで、玩具などの用途の高分子組成物の製造にも用
いることができる。
【００５１】
＜高分子組成物＞
　以下、本発明の高分子組成物について説明する。
　本発明の高分子組成物は、前述のいずれかのプレゲル溶液を重合・ゲル化することによ
り得ることができる。本発明の高分子組成物は、第三のモノマー（ｃ）により形成される
網目構造（Ｃ）を有しており、該網目構造（Ｃ）は粒子（Ａ）と相互侵入網目構造を形成
している。
　前述のプレゲル溶液においては、溶媒（Ｄ）により粒子（Ａ）が膨潤しており、第三の
モノマー（ｃ）は粒子（Ａ）の内部にも導入されている。この状態で重合・ゲル化を行う
ことで第三のモノマー（ｃ）が重合、架橋されることにより、網目構造（Ｃ）と粒子（Ａ
）との間で相互侵入網目構造が形成され、粒子（Ａ）が網目構造（Ｃ）中に均一に分散し
た３次元の海島構造状の高分子組成物となる。
【００５２】
　本発明の高分子組成物の形状は、用途に応じた形状であればよい。
　本発明の高分子組成物は、例えば、高吸水性樹脂、紙おむつ、生理用品、ソフトコンタ
クトレンズ、屋内緑化用含水シート、衝撃吸収材料、制振・防音材料や、子供用の玩具な
ど様々な用途に用いることができる。また、高分子組成物を基材上に膜状に形成し、氷着
防止用塗膜、防曇膜、汚染防止膜などとすることもできる。さらに、高分子組成物をプロ
ペラ、カテーテル、配管内部などに膜状に形成し、摩擦抵抗を低減するために用いてもよ
い。
【００５３】
　一般にゲル（高分子組成物）の物理的強度は、該ゲルを構成する固形分の量により大き
く変化するため、強度測定時の膨潤度を明確に設定する必要がある。本発明における高分
子組成物の膨潤度（％）は、乾燥後の高分子組成物の質量に対する乾燥前の該高分子組成
物の質量の比であり、下記式により算出される値である。
　（膨潤度）＝（乾燥前質量）／（乾燥後質量）×１００（％）
　本発明の高分子組成物の膨潤度は、用途に応じて適宜設定すればよく、コンタクトレン
ズの用途等の場合、４０～９５％であることが好ましく、５０～９０％であることがより
好ましい。膨潤度が９５％を超えると、強度がなくハンドリング性が悪くなることがある
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。また、膨潤度が４０％未満であると、酸素透過性が悪くなり、コンタクトレンズとして
の性能を満たさない場合がある。
【００５４】
＜高分子組成物の製造方法＞
　本発明の高分子組成物の製造方法は、前述のプレゲル溶液を重合・ゲル化させる工程を
含む方法である。プレゲル溶液を重合・ゲル化する方法は、第１実施形態のプレゲル溶液
を用いる場合も第２実施形態のプレゲル溶液を用いる場合も同じ方法により行うことがで
きる。
【００５５】
　本発明の製造方法における重合・ゲル化工程は、粒子（Ａ）、ポリマー（Ｂ）、第三の
モノマー（ｃ）、および必要に応じて前記添加剤を溶媒（Ｄ）に分散、溶解し、粒子（Ａ
）を充分に膨潤させ、均一なプレゲル溶液とした状態で行う。この時、必要に応じて加熱
や攪拌を行ってもよい。このような状態で重合・ゲル化を行うことにより、粒子（Ａ）の
網目構造と第三のモノマー（ｃ）により形成される網目構造（Ｃ）とが、相互侵入網目構
造を形成する。
【００５６】
　重合方法としては、熱重合開始剤によるラジカル重合法や、光重合開始剤による光重合
法が挙げられる。熱重合開始剤および光重合開始剤としては、粒子（Ａ）の重合において
挙げたものと同じものが挙げられる。開始剤の種類や添加量は特に限定されるものではな
く、プレゲル溶液の用途や理想とする硬化時間に合わせて、適宜変更できる。
【００５７】
　ゲル化は、第三のモノマー（ｃ）を重合したポリマー成分を架橋することにより行われ
る。架橋方法としては、化学結合による架橋方法、イオン結合による架橋方法、物理的架
橋方法などが挙げられる。具体的には、前述の方法（α）～（ε）が挙げられ、特殊な設
備を必要としない点、製造工程が複雑にならない点、操作が簡便である点、網目構造を制
御しやすい点から、方法（α）が好ましい。
　架橋は、第三のモノマー（ｃ）の重合と同時に行ってもよく、第三のモノマー（ｃ）を
重合させてポリマーとした後に行ってもよい。
【００５８】
　方法（α）における多官能モノマーの添加量は、第三のモノマー（ｃ）の１００モル％
に対して、０．０１～５モル％が好ましく、０．０１～１モル％がより好ましく、０．０
１～０．１モル％がさらに好ましい。
　多官能モノマーの添加量が０．０１モル％以上であれば、高分子組成物を主に構成する
網目構造（Ｃ）の強度が得られやすく、優れた物性の高分子組成物が得られやすい。また
、多官能モノマーの添加量が５モル％以下であれば、得られる高分子組成物において引張
時に伸びが出なくなるなど物性が損なわれることを抑制しやすい。
【００５９】
　また、子供用の玩具などの特定の形状を有する高分子組成物を製造する場合には、その
形状に応じた鋳型（容器や型枠など）にプレゲル溶液を注入した後に、重合・ゲル化工程
を行えばよい。また、基材上に膜状の高分子組成物を形成する場合には、プレゲル溶液を
該基材の表面に塗布した後に、重合・ゲル化工程を行えばよい。
　このように、本発明のプレゲル溶液を用いた製造方法により、任意の形状の高分子組成
物が得られる。
【００６０】
　以上説明した本発明の高分子組成物の製造方法にあっては、網目構造を有する粒子を均
一分散させた相互侵入網目構造を有する既存の高分子組成物とは異なり、水中で正負いず
れかの極性を示す不飽和モノマー（ａ１）を用いて網目構造を有する粒子（Ａ）を形成し
、該不飽和モノマー（ａ１）と反対の極性を示す不飽和モノマー（ｂ１）を用いて形成し
たポリマーをバインダーとして用いることで、特に高い強度の高分子組成物が得られる。
【実施例】
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【００６１】
　以下、実施例および比較例を示して本発明を詳細に説明する。ただし、本発明は以下の
記載によっては限定されない。尚、以下の記載において、特に断らない限り「部」は「質
量部」、「％」は「モル％」を意味する。
＜粒子（Ａ）＞　
［製造例１］粒子（Ａ１）の製造
　不飽和モノマー（ａ１）である２－アクリルアミド－２－メチルプロパンスルホン酸の
６０％、および他の不飽和モノマー（ａ２）であるＮ，Ｎ－ジメチルアクリルアミドの４
０％からなる第一のモノマー（ａ）と、第一のモノマー（ａ）の１００％に対して４％の
Ｎ，Ｎ－メチレンビスアクリルアミド（架橋剤）と、第一のモノマー（ａ）の１００％に
対して１％の熱重合開始剤（和光純薬工業社製、ＶＡ－０５７、２，２－アゾビス［Ｎ－
（２－カルボキシエチル）－２－メチルプロピオンアミジン］水和物）とを、第一のモノ
マー（ａ）の１００部に対して４００部の蒸留水に溶かし、第一のモノマー水溶液を調製
し、窒素バブリングによって第一のモノマー水溶液から溶存酸素を除去した。
　次いで、セパラブルフラスコに乳化剤（花王社製、ＳＰＡＮ８０、ソルビタンモノオレ
エート）１００部を溶解させたシクロヘキサン１２００部を用意し、ウォーターバスで６
０℃に保ち、フラスコ内を窒素フローさせた。その後、攪拌翼によってシクロヘキサンを
攪拌したところへ、先に用意した第一のモノマー水溶液を滴下し、２時間重合させた。
　重合後の乳化液は大量のアセトンへ析出させ、充分に洗浄を繰返して乳化剤を洗い落と
した後に、乾燥させ、網目構造を有する粒子（Ａ１）を得た。
【００６２】
［製造例２］粒子（Ａ２）の製造
　第一のモノマー（ａ）を、不飽和モノマー（ａ１）である２－アクリルアミド－２－メ
チルプロパンスルホン酸の５０％およびアクリル酸の５０％からなる混合物に変更し、Ｎ
，Ｎ－メチレンビスアクリルアミドを２％に変更した以外は、粒子（Ａ１）と同様の方法
により、網目構造を有する粒子（Ａ２）を得た。
【００６３】
［製造例３］粒子（Ａ３）の製造
　第一のモノマー（ａ）を、不飽和モノマー（ａ１）である２－アクリルアミド－２－メ
チルプロパンスルホン酸の２０％、および他の不飽和モノマー（ａ２）であるアクリロイ
ルモルホリンの８０％からなる混合物に変更し、Ｎ，Ｎ－メチレンビスアクリルアミドを
２％に変更した以外は、粒子（Ａ１）と同様の方法により、網目構造を有する粒子（Ａ３
）を得た。
【００６４】
［製造例４］粒子（Ａ４）の製造
　第一のモノマー（ａ）を、不飽和モノマー（ａ１）であるＮ，Ｎ－ジメチルアミノエチ
ルアクリレートの５０％、および他の不飽和モノマー（ａ２）であるＮ，Ｎ－ジメチルア
クリルアミドの５０％からなる混合物に変更し、Ｎ，Ｎ－メチレンビスアクリルアミドを
２％に変更した以外は、粒子（Ａ１）と同様の方法により、網目構造を有する粒子（Ａ４
）を得た。
【００６５】
　製造例１～４で得られた粒子（Ａ１）～（Ａ４）について、以下に示す方法で絶乾状態
の粒子径、および水膨潤状態（水中）の粒子径を測定した。
［絶乾状態の粒子径］
　得られた粒子（Ａ１）～（Ａ４）について、走査型電子顕微鏡（日本電子データム社製
、ＪＳＭ－６０６０）により絶乾状態での粒子を観察し、その粒子径を目算した。
［水膨潤状態の粒子径］
　得られた粒子（Ａ１）～（Ａ４）について、大塚電子社製粒子径測定器ＥＬＳ８００を
用いて、水中での粒子径を測定した。粒子の水分散液の濃度はおよそ０．１％に調製し、
必要に応じて更に希釈して測定に供した。
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　粒子（Ａ１）～（Ａ４）の絶乾状態および水膨潤状態（水中）の粒子径を表１に示す。
【００６６】
【表１】

　ただし、表１中の略号は、下記の意味を示す。
　ＡＭＰＳ：２－アクリルアミド－２－メチルプロパンスルホン酸
　ＡＡｃ：アクリル酸
　ＤＭＡＥＡ：Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノエチルアクリレート
　ＤＭＡＡｍ：Ｎ，Ｎ－ジメチルアクリルアミド
　ＡＣＭＯ：アクリロイルモルホリン
　ＭＢＡＡｍ：Ｎ，Ｎ－メチレンビスアクリルアミド
【００６７】
＜ポリマー（Ｂ）＞
　ポリマー（Ｂ１）：アクリル酸ジメチルアミノエチル１００部、熱重合開始剤（同上）
１部、および蒸留水３００部の混合物を調製し、６０℃にて２時間重合させ、ポリマー（
Ｂ１）の水溶液とした。３０℃、塩化ナトリウム１Ｎ溶液での粘度測定によって算出され
た分子量は約２０万であった。
【００６８】
　ポリマー（Ｂ２）：市販の高分子凝集剤（ダイヤニトリックス社製、ＫＰ２０１Ｇ、ポ
リメタクリル酸ジメチルアミノエチル、分子量３００万）をポリマー（Ｂ２）として用い
た。
【００６９】
　ポリマー（Ｂ３）：市販の高分子凝集剤（ダイヤニトリックス社製、ＫＰ２０４ＢＳ、
メタクリル酸ジメチルアミノエチルとアクリルアミドの共重合体、分子量１３００万）を
ポリマー（Ｂ３）として用いた。
【００７０】
　ポリマー（Ｂ４）：アクリル酸１００部、熱重合開始剤（同上）１部、蒸留水９００部
の混合物を調製し、６０℃にて２時間重合させ、ポリマー（Ｂ４）の水溶液とした。３０
℃、塩化ナトリウム１Ｎ溶液での粘度測定によって算出された分子量は約１０万であった
。
【００７１】
　以下、実施例および比較例について説明する。
［実施例１］
　第三のモノマー（ｃ）であるアクリルアミド（１００部）と、第三のモノマー（ｃ）の
１００％に対して０．１％のＮ，Ｎ－メチレンビスアクリルアミド（架橋剤）および０．
０１％の光重合開始剤（チバガイギー社製、ＤＡＲＯＣＵＲＥ１１７３、２－ヒドロキシ
－２－メチル－１－フェニルプロパン－１－オン）とを合わせた混合物、粒子（Ａ１）（
４部）、ならびにポリマー（Ｂ１）（０．００２部）を、蒸留水（２００部）に溶解・膨
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　次いで、シリコーンゴムで周囲をシールしたガラス板間に、前記プレゲル溶液を流し込
み、ケミカルランプ（東芝社製、捕虫器用蛍光灯ＦＬ２０Ｓ・ＢＬ－Ａ）を用いて、１分
間の照射エネルギー１２０ｍＪ／ｃｍ２にて該プレゲル溶液に９０分間紫外線を照射し、
重合・ゲル化を完結させ、高分子組成物を得た。
【００７２】
［実施例２～９］
　粒子（Ａ）、ポリマー（Ｂ）、重合開始剤の組成を表２に示す通りに変更した以外は、
実施例１と同様にして高分子組成物を得た。
【００７３】
［比較例１～６］
　粒子（Ａ）、ポリマー（Ｂ）、モノマー（ｃ）、重合開始剤の組成を表２に示す通りに
変更した以外は、実施例１と同様にして高分子組成物を得た。
【００７４】
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【表２】

　ただし、表２中の略号は、下記の意味を示す。
　ＡＡｍ：アクリルアミド
　ＤＭＡＰＡＡ：Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノプロピルアクリルアミド
　ＭＢＡＡｍ：Ｎ，Ｎ－メチレンビスアクリルアミド
　ＤＡＲ１１７３：ＤＡＲＯＣＵＲＥ１１７３
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　ＶＡ－０５７：２，２－アゾビス［Ｎ－（２－カルボキシエチル）－２－メチルプロピ
オンアミジン］水和物
【００７５】
＜評価方法＞　
　実施例１～９および比較例１～６で得られた高分子組成物の評価は以下のようにして行
なった。
［膨潤度］
　得られた高分子組成物の乾燥前後の質量の比から膨潤度（％）を算出した。計算式は、
下記の通りである。
　（膨潤度）＝（乾燥前質量）／（乾燥後質量）×１００（％）
【００７６】
［引張強度］
　得られた高分子組成物を３号ダンベル試験片に打抜き、引張試験に供した。引張試験は
ＪＩＳ　Ｋ６２５１に準拠して、試験片の引張破断強度を測定した。チャック間距離は５
０ｍｍ、引張速度は５０ｍｍ／分とした。
【００７７】
［強度向上率］
　比較例１の引張破断強度に対する実施例１～２および比較例２の引張破断強度の向上率
（引張向上率、単位％）を算出した。また、同様に、比較例４の引張破断強度に対する実
施例３～５の引張破断強度の向上率、比較例５の引張破断強度に対する実施例６～８の向
上率、比較例６の引張破断強度に対する実施例９の向上率を算出した。
　実施例１～９および比較例１～６における膨潤度、引張強度、引張向上率の結果を表３
に示す。
【００７８】
【表３】

【００７９】
　表３に示すように、実施例１および２で得られた高分子組成物は、同様の組成でポリマ
ー（Ｂ）が添加されていない比較例１の高分子組成物に比べて高い強度を有していた。ま
た、実施例３～５で得られた高分子組成物は、同様の組成でポリマー（Ｂ）が添加されて
いない比較例４の高分子組成物に比べて高い強度を有していた。また、実施例６～８で得
られた高分子組成物は、同様の組成でポリマー（Ｂ）が添加されていない比較例５の高分
子組成物に比べて高い強度を有していた。実施例９で得られた高分子組成物は、同様の組
成でポリマー（Ｂ）が添加されていない比較例６の高分子組成物に比べて高い強度を有し
ていた。
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【００８０】
　一方、比較例２で得られた高分子組成物は、ポリマー（Ｂ）が添加されているもののそ
の添加量が多すぎるため、ポリマー（Ｂ）がバインダーとして働かず、実施例１および２
の高分子組成物に比べて強度に劣っていた。
　また、比較例３で得られた高分子組成物は、ポリマー（Ｂ）の代わりに、網目構造（Ｃ
）を形成する第三のモノマー（ｃ）として、水中で不飽和モノマー（ａ１）と反対の極性
を示す不飽和モノマーを用いているが、網目構造（Ｃ）中のノニオン性不飽和モノマー（
ｃ１）が少なくなり、比較例１の高分子組成物に比べてかえって強度が低下した。
【００８１】
［実施例１０］
　実施例１のプレゲル溶液をポリエチレン製の子供用玩具（星型の鋳型）に注入し、上部
よりケミカルランプ（同上）を用いて、１分間の照射エネルギー１２０ｍＪ／ｃｍ２にて
９０分間紫外線を照射し、重合・ゲル化を完結させ、高分子組成物を得た。
　その結果、得られた高分子組成物は、鋳型から簡単に取り出すことができ、また鋳型の
形が細部まで再現されていた。
【００８２】
［実施例１１］
　実施例３のプレゲル溶液をポリメタクリル酸メチル製の基材上に塗布し、上部よりケミ
カルランプ（同上）を用いて、１分間の照射エネルギー１２０ｍＪ／ｃｍ２にて９０分間
紫外線を照射し、重合を完結させ、高分子組成物を得た。
　得られた高分子組成物は基材と良好な密着性を有しており、基材に摩擦力の少ない表面
を付与することができた。
【産業上の利用可能性】
【００８３】
　本発明のプレゲル溶液は、ハンドリング性に優れ、簡便に高分子組成物を製造すること
ができる。また、得られる高分子組成物は高い弾性率・強度を有しており、摩擦抵抗が少
ない材料である。そのため、船底塗料、着氷防止塗料、防曇塗料、防汚塗料などの各種コ
ーティング材料や、摩擦抵抗を低減したい部位（プロペラ、カテーテル、配管内の圧力損
失低減など）に塗布する材料などとして好適に用いることができる。また、プレゲル溶液
を自由な形状で固めることで玩具などにも応用できるため、工業的に極めて有用である。
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